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観光入込客数の増加 有効求人倍率（舞鶴市）

シリーズ市政の「今」   第 16 回
未来に向けたさらなる挑戦
舞鶴市総合計画「前期実行計画」の実績と「後期実行計画」の策定に向けて

新
た
な
舞
鶴
市
総
合
計
画

前
期
実
行
計
画
の
取
り
組
み

　
市
で
は
、
平
成
23
年
８
月
か

ら
「
東
ア
ジ
ア
に
躍
動
す
る
国
際

港
湾
・
交
流
都
市
　
舞
鶴
」
を
都

市
像
に
掲
げ
る
「
新
た
な
舞
鶴
市

総
合
計
画
の
基
本
構
想
（
平
成
23

～
30
年
度
）
お
よ
び
前
期
実
行
計

画
（
平
成
23
～
26
年
度
）」
を
ス
タ

ー
ト
。「〝
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
・

舞
鶴
〟
の
実
現
」
を
基
本
目
標
に
、

①
「
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」、②
「
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」、
③
「
市
民

に
役
立
つ
市
役
所
づ
く
り
」
の
３

つ
の
重
点
事
項
を
積
極
的
に
推
し

進
め
て
き
ま
し
た
。

①
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　
地
域
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
中
丹
地
域
医
療
再
生
計
画

に
基
づ
く
（
一
財
）
舞
鶴
地
域
医

療
連
携
機
構
の
設
立
や
公
的
医
療

機
関
の
機
能
・
連
携
強
化
な
ど
医

療
環
境
の
整
備
が
着
実
に
進
展（
図

１
）。
ま
た
、
自
然
災
害
な
ど
に
よ

る
危
機
事
象
へ
の
対
応
力
を
強
化

し
、
高
潮
対
策
や
河
川
の
治
水
対

策
な
ど
災
害
に
強
い
都
市
基
盤
づ

く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
未
来
を
担
う
子
ど
も

を
地
域
の
タ
カ
ラ
モ
ノ
と
し
て
安
心

し
て
産
み
育
て
る
環
境
の
充
実
を
目

指
し
、
子
育
て
交
流
施
設
な
ど
の
整

備
（
図
２
）
や
全
中
学
校
の
給
食
実

施
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

②
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
の
開
通
な

ど
高
速
道
路
の
環
状
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
（
図
３
）
や
海
フ
ェ
ス
タ
京

都
を
府
北
部
５
市
２
町
で
開
催
、

ク
ル
ー
ズ
客
船
の
相
次
ぐ
寄
港（
写

真
１
）
な
ど
、
京
都
舞
鶴
港
の
活

用
に
よ
る
物
流
機
能
の
充
実
と
海

を
活
か
し
た
観
光
振
興
を
国
・
府

と
の
連
携
の
も
と
促
進
。ま
た
、「
赤

れ
ん
が
パ
ー
ク
」
を
拠
点
に
、
ま

ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
赤
れ
ん
が

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
実
施
（
写
真

２
）。
こ
れ
ら
「
舞
鶴
フ
ァ
ン
」
を

増
や
す
取
り
組
み
に
よ
り
、
本
市

を
訪
れ
る
交
流
人
口
は
着
実
に
増

加
し
、
地
域
経
済
へ
大
き
な
波
及

効
果
を
も
た
ら
し
ま
し
た（
図
４
）。

　
ま
た
、
史
実
の
継
承
と
平
和
の

尊
さ
を
語
り
継
ぐ
舞
鶴
引
揚
記
念

館
の
収
蔵
資
料
が
ユ
ネ
ス
コ
世
界

記
憶
遺
産
の
国
内
候
補
に
選
定
さ

れ
（
写
真
２
）、
本
登
録
へ
の
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
企
業
誘
致
に
よ
る
雇

用
促
進
や
産
業
の
創
出
・
拡
大
に

よ
り
新
た
な
雇
用
の
機
会
が
生
ま

れ
る
な
ど
、
地
域
経
済
の
さ
ら
な

る
活
性
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
（
図

５
）。

③
市
民
に
役
立
つ
市
役
所
づ
く
り

　
公
共
施
設
の
再
生
に
あ
た
り
、
目

標
や
方
向
付
け
、
取
り
組
み
の
優
先

度
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
「
公
共
施

設
再
生
基
本
計
画
」
を
策
定
。
長
寿

命
化
や
多
機
能
・
複
合
化
な
ど
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
施
設
の

運
営
と
、
質
・
サ
ー
ビ
ス
・
利
便
性

の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
議

論
を
市
政
に
反
映
す
る
政
策
評
価

会
な
ど
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
公

平
・
公
正
な
市
民
負
担
を
確
保
す

る
た
め
、
新
た
に
債
権
管
理
課
を

設
置
。
市
民
と
と
も
に
歩
む
信
頼

で
き
る
市
政
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　新
た
な
舞
鶴
市
総
合
計
画

「
後
期
実
行
計
画
」
の
策
定

　
高
速
道
路
網
の
完
成
、
京
都
舞

鶴
港
の
機
能
強
化
な
ど
に
よ
り「
人

流
」「
物
流
」
が
劇
的
に
変
化
し
、

か
つ
て
な
い
チ
ャ
ン
ス
が
到
来
す

る
平
成
27
年
度
。

　
こ
の
最
大
の
好
機
を
活
か
す
た

め
、「
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
」
を

地
域
全
体
で
共
有
し
、
広
く
ふ
る

さ
と
舞
鶴
に
魅
力
と
可
能
性
を
感

じ
て
も
ら
う
新
た
な
目
標
「
後
期

実
行
計
画
（
平
成
27
～
30
年
度
）」

を
策
定
し
ま
す
。

新
た
な
数
値
目
標
「
交
流
人
口

３
０
０
万
人
、
経
済
人
口
10
万
人
」

　「
経
済
人
口
10
万
人
」
と
い
う
目

標
は
、
全
国
的
に
人
口
減
少
が
大
き

な
課
題
と
な
る
中
で
、
現
在
の
定
住

人
口
８
万
６
千
人
の
減
少
を
抑
制
・

維
持
し
、
そ
の
上
で
交
流
人
口
の
増

加
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
経
済
効

果
を
加
え
、
ま
ち
の
活
力
を
維
持
・

向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
た
め
の
も
の

で
す
（
図
６
）。

新
た
な
重
点
項
目

「
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　
後
期
実
行
計
画
で
は
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
方
針
と
し
て
、
豊

か
な
自
然
の
中
で
心
豊
か
に
暮
ら

す
た
め
に
必
要
な
子
育
て
、
教

育
、
医
療
・
福
祉
、
防
災
、
文
化
、

芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
さ
ら
に

充
実
。
そ
し
て
雇
用
、
産
業
、
観

光
な
ど
の
推
進
に
よ
る
定
住
人
口

の
減
少
抑
制
、
交
流
人
口
の
拡
大

で
、
未
来
に
向
け
て
夢
と
希
望
あ

ふ
れ
る
「
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
＝
舞
鶴
版
地
方
創
生
」
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　市では、これまで「住んでよし」、「働いてよし」、「訪れてよし」の『選
ばれるまちづくり』を政策目標に掲げ、その目標達成に向けさまざまな施
策・事業を展開してきました。未来への大きな夢・ビジョンの達成に向け
た取り組みを進める一方で、少子高齢化や人口の減少、若者の市外への流
出などの課題も依然として残っています。これらの課題を解決していくた
めには、市民の皆さんにこのまちの良さを再認識していただき、皆さんが
まちに誇りを持ち、子どもや若者が「地元に残りたい」と思えるまちを創
造する必要があります。シリーズ市政の「今」。第 16 回は、舞鶴市総合計
画に基づいたこれまでの取り組みを振り返り、後期実行計画策定に向けた
今後の方向性についてお知らせします。
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【図１】公的４病院があたかも一つの総合病院として機能連携
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【写真２】1,770 人のランナーが赤れんがのまちを疾走
（左、昨年 10 月 13 日撮影）。ユネスコ世界記憶遺産登
録への取り組みと、平和へのメッセージを発信（右）

【図２】「豊かな遊びを通した学び、育ち、交流」をコンセプトにした全天候型「子育て交流施設」

【図４】 【図５】 【図６】

【写真１】昨年度はクルーズ客船が過去最高の 15 回入港
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